
本研究業績は、世界的な問題である高病原性鳥インフルエンザの新しい診断と予防技
術を世界に先駆けて開発したものであり、日本のみならず世界の高病原性鳥インフルエ
ンザ対策に利用されうる技術である。さらにこれらの成果は、ヒトの新型インフルエン
ザ対策にも利用可能であり、獣医領域だけでなく公衆衛生領域にも大きく貢献すること
が期待されるとして高く評価された。
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高病原性鳥インフルエンザは家禽の最重要ウイルス疾病であり、ひとたび発生すると

社会的及び経済損失は莫大なものとなる。日本では2004年、2007年に養鶏農家で発生が

報告され、さらに今年春には国外で家禽農家から漏出した高病原性鳥インフルエンザウ

イルスが、シベリアへ戻る途中のオオハクチョウに感染し、秋田、青森、北海道で斃死

体として発見された。このことは、高病原性鳥インフルエンザの診断と予防技術をさら

に向上させることにより、万全な防疫体制を準備する必要があることを再認識させてい

る。

本研究では、2004年の国内発生で分離された高病原性鳥インフルエンザウイルスの病

原性の解析を行い、本ウイルスがニワトリだけでなく様々な鳥類に感染することを明ら

かにした。また、従来は診断材料を採取してからH5またはH7亜型のウイルスが分離され

たことを証明するまでに最低2日必要であったが、今回開発した簡易診断キットを用い

ることによって、鳥が斃死している現場でその診断が可能となった。また、万が一に備

え国内で現在備蓄している鳥インフルエンザのワクチンは、効果の低い輸入品であるが

、1回のワクチン接種で長期間効果が持続するワクチンの開発にも成功した。

これらの研究成果は産学連携により、製品として現場で利用可能な段階まで到達して

おり、今後の高病原性鳥インフルエンザ対策として大いに利用される技術といえる。



受賞業績のイメージ

・H5およびH7型の鳥インフルエンザ発生時に、開発した技術をすぐに有効利用できる。

・H5、H7亜型以外の鳥インフルエンザウイルスやその他の動物インフルエンザの診断・予防法の
開発の際に、今回のノウハウが生かされる。

・ヒトの新型インフルエンザウイルス対策として、今回開発した技術をすぐに利用できる。

病気の早期発見

のための

迅速診断法

の開発

緊急時に備えた

効力の高い

ワクチンの開発

高病原性鳥インフルエンザの診断と予防技術をさらに

向上させ、万全な防疫体制を整える必要がある！！

本研究の背景

本研究の成果

動物とヒトのインフルエンザに対する「グローバルな先回り対策」に向けて

H5亜型ウイルスを現場で検出


